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特　集 我が推進工法の海外進展

はじめに1
　海外からの大中口径掘進機の引合い
は頻繁にあり、主に台湾、韓国、タイ、
インド等の東南アジア諸国が中心で
す。近年、台湾電力や韓国電力発注の
工事等があり φ2000 〜 2400mm ク
ラスの比較的大きい管径の掘進機が要
求されてきました。
　それによりこの 10 年間で、日本の
市場から相当台数の中古の掘進機が海
外に売却されてしまいました。問題は、

日本国内の工事に対応するためのレン
タル用掘進機が必要台数ぎりぎりまで
減少してしまったことです。海外の引
合い状況に合せて中古売却してしまう
と、その後に日本国内で商売ができな
くなってしまう訳です。ここ数年の国
内の公共工事減少から、関係企業のほ
とんどが、減収、減益を余儀なくされ
ている背景で、国内では新しい機械へ
の投資ができない状況であります。結
局、海外からの中古引合いに対しても、
断らざるを得ない状況にあるのです。

何故なら、海外への中古売却価格では、
再投資できないのが現状で、新品を投
資するにしても、ベアリングや減速機
の納期が合わず、日本国内の仕事に支
障をきたす場合があるからです。

弊社でのこれまでの実績2
　弊社は、日本国内で幅広く、推進工
事専門業者との取引があります。日本
国内ユーザが海外で施工請負した時に
も過去の実績の殆どが、日本国内で代
金を決裁して頂いて、機械出荷をして
きました。よって、為替差損や、代金の
未回収等の事故はありませんが、施工
された日本の専門工事業者の方の苦労
は、後で、いつも聞かせております。表
−1に主だったこれまでの納入実績を
掲載します。なお、元押設備等の附帯設
備だけの中古販売は省いております。
　1〜4につきましては、日本の専門
工事業者による施工であり、2009年
1月号にて、工事概要を既に発表させ
て頂いておりますので詳細は省きます
が、5は現地施工会社による施工で使
用されています。以下に写真等のみで
紹介します（写真−1〜10）。
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工法名 施工時期 国名 地域名 管径
mm（管種）

施工距離
m・スパン数 備考

1 泥濃式推進工法
サクセスモール工法

2005.1〜
2005.8 韓国 廣域市 1000（HP）

800（HP）
821・4
160・2 公共下水

2 泥濃式推進工法
エスエスモール工法

2006.3〜
2006.5 台湾 花連市 1000（HP） 300・1

台湾肥料
海洋深層水
取水工事

3 泥濃式推進工法
エスエスモール工法

2007.8〜
2008.2 韓国 仁川

900（HP）
1800（HP）
2200（HP）

1200・10
540・1
540・3

公共下水

4 小口径管推進工法
コブラ工法

2007.12〜
2008.7 韓国

百済市
テグ市
ポチョン市
プアン

500（HP）
500（鋼管）
470（鋼管）
300（HP）

347・5
  54・2
  45・1
290・3

公共下水

5 泥土圧式推進機 2010.9〜 タイ バンコク 1500（HP） ？ 地下鉄への
電力線供給

表−1
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採用された経緯と理由3
　過去の実績の殆どが、日本国内専門
工事業者が直接もしくは、間接業者を
通じて、その国へ積極的に売り込んだ
結果、採用されたものです。透水係数

の高い砂礫、巨礫層で切羽の高い安定
を得られ、さらに破砕機能を持った
巨礫破砕型泥濃式掘進機（2および3）
が採用されています。海外では、泥水
式か泥土圧式の採用しか無かったた
め、日本で生まれた泥濃式工法に大き

写真−1　サクセスモール工法地上プラント
（釜山）

写真−2　サクセスモール工法現場風景
（釜山）

写真−3　エスエスモール破砕型
（台湾花蓮市）

写真−4　エスエスモール到達状況
（台湾花蓮市）

写真−5　エスエスモール到達状況
（韓国仁川）

写真−6　エスエスモール工法現地柱状図

写真−8　コブラ工法発進立坑内（韓国百済）写真−7　コブラ工法現場風景（韓国百済）

写真−9　φ1500泥土圧式掘進機
タイ向け工場出荷前

写真−10　φ1500泥土圧式掘進機
タイ向け工場出荷前


